

































































された間の日である 1845 年（昭和 20 年）8













































































































































































































たとえば、1941 年 3 月 20 日、豊川町長藤
























































地は 77 〜 78 町歩で、これに頼って伝統的
農業を営み細々と生活しています。最初の































































































































こうして 1943 年 6 月 1 日、豊川市が誕生
した。前年のデータで、人口約 7.1 万人、戸
数約 8,500、面積約 60㎢、全国 208 番目の市
になった。この時点ではなお人口は増加中で、


































































































































































機銃部では当初の 1941 年には、3,700 人ほど
であったが、1943 年には 7,000 人、最盛期の
1,944 年には 10,000 人に達し、火工部では当
初 3,000 人であった数が 1943 年には､ 10,000
人、最盛期の 1944 年には、20,000 人に達し
ている（14）。













に同年 8 月 7 日にアメリカの空爆撃にさらさ
れたと言うことでもあった。
以上から、豊川海軍工廠とその関連施設を











































































































































































1. 工廠関係 2,517 人
2. 豊川市内 113 人
3. 御津町内 34 人


















































































































終戦の日の 8 月 15 日を迎え、その市制の核

















































































































































図 17　人口 1 人当り工業生産額























行 か な か っ















































































































































企業名 業種 取得面積 転用年次 元の施設名
内広織布工業 繊維工業 52,449㎡ 1953年 豊川海軍工廠
イソライト工業 窯業 67,986㎡ 1957年 同上
久保田製鉄所 鍛造機械 121,550㎡ 1958年 同上
イソライト工業 窯業 42,234㎡ 1957年 同上
車輪工業 輸送機械 428,486㎡ 1959年 同上
旭可鍛鉄 鉄鋼業 93,084㎡ 1961年 同上
日本車輌製造 輸送機械 112,508㎡ 1964年 同上
日本車輌製造 輸送機械 20,097㎡ 1964年 同上
新東工業 （社宅） 12,581㎡ 1964年 第２男子工員宿舎

































































空間に 1 から 5 までのゾーンが工業地帯、う
ち最大の 5 が旧工廠。6 から 8、そして 11 か





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（6）  藤田佳久（2016）「軍都豊橋と旧陸軍第 15 師団
長官舎」、『同文書院記念報』、24.
（7）  『シリーズ、地域の中の軍隊』、全 9 巻。























（17） 八七会の豊川海軍工廠空襲 50 周年記念出版委
員会（1995、2015）『豊川海軍工廠の記録―陸
に沈んだ兵器工場―』、これから出版。ここに
は海軍工廠の関連文献が一覧されている。
（18） 前掲⑩『新編豊川市史』、
（19） 前掲⑩『新編豊川市史』、1151.
（20） 前掲⑩、70-75.
（21） 前掲⑩、130-131.
（22） 「豊川市財政事情」（1955 〜）福山市長から鈴木
市長へ託す。
（23） 鈴木市長（2003）「市財政の再建」、『新編豊川
市史』、第 7 巻　資料編、128.
（24） 「財政再建特別措置法」の受け入れによる愛知
県の管理下へ。
（25） 豊川寮の件。前掲⑩、181.
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